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136.4 mm SL	

Malthopsis gigas Ho and Shao, 2010	

コワヌケフウリュウウオ 
（アンコウ目アカグツ科） 

Paratype	

　Hans Ho 博士は，台湾で最も活発に研究を行っている魚類分類学者です．
アンコウ目のアカグツ科やフサアンコウ科，アンコウ科を専門としていま
すが，ウナギ目や様々な海産魚類の新種記載や分類学的再検討を手がけて
います．数多くの海外の研究者と協力して，台湾周辺の軟骨魚類，ウナギ
目やソコダラ科など，いくつかのグループの種多様性を調査し，チェック
リストを出版しています．これまでの台湾周辺の魚類相調査と研究の成果
を含めて，台湾の魚類とその研究史について紹介して頂きます．＊講義は
英語で行われます． 


